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1. ま え が き

工場機械の騒音は最近の生産性の画期的な増大などとともにますますその程度を大きくし,

工場内にあっては作業員の健康の問題,能率の問題などに影響を及ぼし,工場外にあっては公

害として社会問題化しているところも急激にふえているのである｡

木材加工工業においても,その機械によって生ずる騒音は他工業のそれにくらべてかなり高

い位置にランクされ,その低減対策がメーカー側においても検討されるようになり,一方,関

係当局の指導も始められている｡

筆者らは "機械騒音についての一般的概念についで'ぉよび "製材工場における騒音調査"

をとりまとめ木材工業誌に発表した1)2)3)｡今回,合板 ･/､-ドボード工場,木工工場について

の騒音調査による資料が集まったので同様な方法でここにこれらについての騒音資料を提示す

る ｡

一般に製材工場は,小規模で家内工業的な性格をもったものが多いが,合板 ･-- ドボ- ド

工場などは比較的大資本によって企業としての形態をととのえているものがほとんどである｡

製材工場の騒音は工場が居住区に存在することが多く,工場規模の小さいことや工場建物の開

放的なこととあいまって,工場内騒音 (作業場内騒音)よりはむしろ,工場外への騒音流出と

いう公害としての要素が大きく問題となっていたのである｡ (もちろん,製材工場の作業場騒

音も90ホン以上で,各種作業場のなかでも上位にある)｡

今回調査した合板 ･/､-ドボード工場,木工工場は工場面積も広く,騒音という面での公害

は殆んどないといってよかったので,ここでは機械騒音と作業場内騒音とをとりあげたノ｡ただ

木工工場において,乾燥炉が住宅地に隣接して設置されているところがあり,附近からその騒

音 (特に夜間の騒音)に苦情の出ているところがあった｡

2. 調 査 の-概 要

調査した5工場は Tablelのとおりである｡一般に製材工場などにくらぺると騒音について
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の関心は深 く,定期検診において難聴度の検査を行っているところもあった0時に騒音の大き

い職場で働 らく作業員には,大体各工場 とも耳栓を着用させている｡また機械騒音の低減措置

(例えば, 遮音板などの設置)を工夫実行しているところもあるが, 機械から発する騒音につ

いては諦感的なところが殆んどである｡

測定に使用した機器 として,騒音レベルの測定には指示騒音計 (日本電子測器社製SL-23

型),周波数分析には周波数分析器 (同社製BP-1O型)を用いた｡

機械騒音の騒音レベル測定には,聴感補正回路のAとCとの二つを使用した｡機械騒音を示

す Table2, Table3で同一欄に上下二つの値が示してあるが上のものがAの値,下のものが

Cの値である｡AとCとの差の大きいものはど低音成分が多 く,小さいものはど高音成分が多

いという一応の日やすを得ることが出来る｡作業場内騒音はJISの規格によったOーしたがっ

て60-85ホンのものはB,80ホン以上のものはCで,ほかったものとみなしてよい｡

機械騒音の測定場所は原則 として作業員作業位置 とした｡作業場内騒音は作業場内多数点測

定を行ない,度数分布をとった｡

3. 調査結果と考察

i 機械騒音

機械騒音の騒音レベルをTable2,Table3に示し,周波数分析測定結果をFig.1よりFi一g･

5に示す｡(周波数測定結果は稼動時のみ示してある｡)

a工場においてほ三面鈎盤,テノ-ナ-などの騒音が大きく,その周波数特性も比較的高音

部分にピークをもっており,きわめて有害騒音を発する機械 といえよう｡

b工場ではチッパーによる騒音が相当強烈であるが,そのほかにいわゆる打撃音による騒音

が大きい｡これはオー トクリッパーやホッ トプレスによるもので, 100ホンもの打撃音が間歓

的に作業員を刺戟していることになり,特に精神的な意味での負担が大きいものと思われるo

c工場は-- ドボ- ド製造工場でメインの工程では個々の機械のポ リュ-ムが大きいので,

一部の機械を除いては機械騒音は調査せず,作業場内騒音のみを調査した｡調査 した機械では

やは りチッ/く-が非常に大きな騒音を発している｡このチッパ-は径 20cm ぐらいの材でも切

削可能の大型チッパ-で,一般の製材所にある小型のものとは異なり,空転 と切削時の差が大

きく,空転中の騒音は比較的低いが,切静j時の騒音は異常に大きいOチッパ-の騒音低減対第
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ほ積極的に検討されねばならない問題といえる｡この工場は比較的新しいので,作業員の難聴

などそれほど問題になっていないが,歴史の古いパルプ工場ではチッパ-作業員の難聴が問題

になりつつあるようである｡

d工場はキャビネッ ト製造を主力とし,木工工場 としてはかなり大規模な工場である｡ここ

ではスウィングソ- ･リップソー ･テノ-ナ-などの丸鋸やカッタ-類 と飽盤が主たる騒音発

生の機械となっている｡ギャングカッ トソーがきわめて大きい騒音を発しているが,これは機

械のバランスにも問題があるようで,常時使用されてほいなかった｡

e王場は漠器製造の木工閑適部門であるがプレ-ナーの騒音が大きいOここではプレ-ナ～Lp

が並列して数台ならべられている｡Table3の測定値は1台のみが稼動している時の値で,全機

Table2.Noiselevelofmachinesproducingplywoodand丘berboard

a l b 】 C

machine FrnuontSandglopienrga t- 】 machine rrnuOntOiandgopienrgat1 machine lrnuonPiandgiopienrgat-

slicer 82*77** 8590 Veneerlathe - 8792 doublesaw 8290 100100

circularsaw 67 ~‥8｢ clipper 82 ー頂 ｢~ chipper 87 10289 89 90 99 95 108

triplesaw 90 刑罰｢~ hotpress l ｢~ 102 ∩92 92 95 108

threeside - ー【覇｢~ doublesaw - -旬｢~
planingmachine 100 98

beltsander 8386 【罰｢~90 doublesaw - 9798

beltsander ~釘90 8892 beltsander L~蘭.･.95 【旬｢~96

tenoner ~~甘95 9699 chipper ~ー1汀-100 95102

*A-Phone **C-Phone

Table3.Noiselevelofwoodworkingmachines

d l e

machine Lnuonioiandg∃opienrgat1 machine lrnuonLSandglopienrgat-i machine Jrnuon盟andgiopienrgat-

duct - 80*87** doubleendtenoner - 9798 rlpSaW - 9495

circularsaw - 恥 8892 router - 頂 ~~92 circularsaw 8184 9598

circularsaw 91 91 copylngShaper~釘 I-89 crosscutsaw‥Ⅶ由~~‥ー｢ 好一92 92 86 91 88 94

circularsaw -す｢~ 97 copylngShaper 79 81 threesideplan- - 10295 100 84 86 in gmachine 105

doublesaw 83 94 doublesurface - 95 singlesurface - 94
85 95 planer 97 planer 97

doublesaw 一･百㌻~~ 93 singlesurface~~~育訂.~~~ 101
84 93 planer 83 105

swingsaw 9494 仙褒｢一100 beltsander 9496 9598

rlpSaW - 94101 gangcutsaw 101101 107-107 ~

*A-Phone **C-Phone
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稼動すると数ホン騒音 レベルは上昇するo位置をずらすなど機械配置にも考慮の余地があるよ

うである｡

ii作業場内騒音

a工場は作業場スペースが比較的狭少であったため度数分布を求めえなかったが作業場内騒

音は86ホン～96ホン程度の範囲にあった｡b工場 も88ホン～97ホンの範囲で (Fig.8),これら

は一般の製材工場 とほぼ同じレベルであるといえる｡ C工場ではディファイブレーク一室の騒

音が特に大きいOこの室の騒音は比較的低周波域に勢力のある音であり,騒音のほかに振動面

からの検討 も加えられねはならぬであろう｡サイジング ･フォ-ミソグ室はb工場のそれ と大

体同程度である (Fig.6,Fig.8)0 d工場は調板室が 70ホン～85ホンで騒音は低い｡ これは

スペ～スの広いあ りに機械数が少ないためであろう｡ 組立室では85ホン～97ホンで,b工場 と

同程度の騒音量をもっている (Fig.7,Fig.9)0 e工場では82ホンから100数ホンにわたって

いる｡100ホン以上の騒音はプレ-ナ-周辺である (Fig.9)｡

e工場の乾燥炉による騒音は,炉と住宅 との境界道路の中央部で,昼間70ホン程度,･夜間60

数ホン程度であった｡､袈材工場の場合 と比べて騒音量は比較的小さいが,附近の苦情は強い｡

主観的な要素 もあるようであり,騒音問題を複雑にしている一因ともいえよう｡

4. む す び

合板 ･-～ ドボ- ド工場,木工工場で使用されている機械の騒音 と,作業場内の騒音を調査

した.製材工場の場合 と同じように, チッパーとプレ-ナ-の騒音が特に大きく, 100ホンを

オ-バーするものが多いOまた,テノ-ナ-や傾斜盤などの丸鋸類の騒音も大きい｡

作業場内騒音は-ー ドボー ド工場の ディファイブレーク一室の騒音が大きく, 100ホンを越

える強烈な騒音の場 といえるCその他は大体製材工場のそれと同程度で,他工業の作業場のそ

れと比べて,かなり高い位置にある｡
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